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公立中学校の女子生徒 1年生 272名， 2年生 306名， 3年生 306名，合計 884名と，職
員 290名である。
調査方法
質問紙調査票 （調査票省略） を作製し，昭和44年 8月下旬～ 9月上旬に，教育実習校に
郵送 し，実習生の協力によって行 なった。発送校 153校中回収率は 101校，66%であった。
（なお1校は私立校の為除 き，今回は公立校 100校 を対象とした）
調査内容
調査表を生徒と教師用とにわけ，生徒用は（1）制服の採用状況，（2）制服のデザイン（ス タ
イル画をのせその中に型を描かせた） , (3）制服の意識について（必要性とその理由） , (4) 
制服の着用について （外出時の制服着用と制服に対する美意識）, (5）今後の制服に対する















告I]Eliがな い｜ 3 
標準服がある ｜ 14 
言十 100 
の自覚などが主なる理由であ る。 しかし集団美という よう に，市I］服 を美的に考えている学
校もあ り， また愛校心を持たせる等，制服を精神的に考えて採用 している学校も あった。
表 3は標準服採用校の理由を調べたものであるが，制服採用理由とあまり差はなかった
しかし中学校は義務教育なので制服は妥当でない， との理由も 1校 あった。
表2 制 服 採用校の理由
採 用 E盟 由 学校数 % 
華美な服装防止 10 12.0 
経済的負担の軽減 8 9.6 
華美な服装防止，経済的負担の軽減 7 8.4 
生活指導上（非行防止・統ーがとれる） 9 10.8 
貧富の差をなくし平等にする 6 7.2 
生徒としての自覚と誇りを持たせる 7 8.4 
生活指導上， 華美な服装防止，経済的負担の軽減，生徒としての自覚 17 20.7 
質素と集団美 3 3.6 
愛校心を持たせる 2 2.4 
不 日月 14 16.9 
計 83 100.0 
(3) 制服デザイン設定者
制服採用校のデザイン設定者については， 表 4の通りである。職員会議で決定が最も多
く， 次に校長先生と PT A，職員会議と PT Aなどの順 になっそいる。 したがって制服設
定については，校長先生と教職員，または家庭科の先生原案と PT A等非常に父兄の意見
も取 り入れている。その他生徒代表や生徒の希望調査等も行ない， 生徒の意見 も取り入れ
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表3 標準服採用校の理由
採 用 E里 由 学校数 % 
華美な服装防止 1 7.1 
生活指導上，経済的負担の軽減 1 7.1 
華美な服装防止，生活指導上，経済的負担の軽減 4 28.7 
標準となるものが必要との父兄の要望 2 14.3 
中学校は義務教育であるので制服は妥当で、ない 1 7.1 
制服としてでなく標準服として一応の規制をしている 2 14.3 
不 明 3 21.4 
言十 14 100.0 
表4 制服設定者
吾目＆ ｛ 疋 者 学校数 % 
校長先生とPTA 10 12.0 
職員会議と PTA 8 9.6 
家庭科の先生 8 9.6 
家庭科の先生原案， PT A，職員会議 6 7.2 
特別委員会組織（家庭科の先生， PT A代表，職員代表，生徒会代表） 4 4.8 
職 員 会議 24 29.2 
生徒指導部原案，職員会議 4 4.8 
校長先生 3 3.6 
生徒の希望調査，職員会議 2 2.4 
専 門 店 1 1. 2 
職員会議， PT A，生徒代表 3 3.6 
家庭科の先生原案，PT A，職員会議，専門店 1 1.2 
不 明 9 10.8 
言十 83 100.0 
表5 標準服設定者
三己会又It 定 者 学校数 % 
校長先生と PTA 3 21.4 
職員会議と PTA 1 7.1 
家庭科の先生原案，PT A，職員会議 1 7.1 
校 長 先生 4 28.8 
特別委員会組織（家庭科の先生，PT A代表，職員代表，生徒会代表） 1 7.1 
職員会議， PT A，生徒代表 1 7.1 
不 日月 3 21.4 
計 14 100.0 











































































った がよい 249( 28.2) 
どちらでもよい 29( 3.3) 
どちらかといえばな 19( 2 .1) い方がよい








7( 2 .4) 
2( 0. 7) 
290 (100 .0 )-
表7 生徒の制服必要性
人（%）
言一一一一一一学年 1 年 2 年 3 年 全体
制服はあった方がよい 176( 64.7) 187 ( 61.1) 211( 69.0) 574( 64.9) 
どちらかといえばあった方がよい 75( 27.6) 97 ( 31. 7) 77( 25.2) 249( 28.2) 
どちらでトもよい 9( 3.3) 11( 3 .6) 9( 2.9) 29( 3.3) 
どちらかといえばない方がよい 8( 2.9) 7( 2.3) 4( 1.3) 19( 2.1) 
ない方がよい 4( 1.5) 4( 1.3) 5( 1.6) 13( 1.5) 







守交でi 20才代 30才代 40才代 50才代 60才 代 全 ｛本男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
制服は必要 5 37 30 17 35 13 19 5 3 92 72 
( 45.4) ( 61.6) ( 5.5) ( 51.6) ( 67.3) ( 61.8) (67. 8) ( 83. 3) ( 75.0) ( 61.7) ( 59. 9) 
どちらかといえばあった方が 2 18 16 13 13 7 8 40 39 
よい ( 18.2) ( 30.0) ( 29.6) ( 39. 4) ( 25.0) ( 33.3) ( 28.6) ( 16. 7) ( 25.0) ( 26.8) ( 32. 5) 
あまり必要ない 4 4 3 
1 3 1 1 6 
( 36.4) ( 6. 7) ( 5.6) ( 3.O) ( 6 8) ( 4.9) 3目6 ( 7 4) ( 5.0) 
ない方がよい 5 1 5 2 ( 1.7) ( 9.3) ( 3.0) ( 3.4) ( 1.7) 
その他 1 1 ( 3.0) ( 1. 9) ( 0. 7) ( 0.9) 
計 1 60 54 3 52 21 28 6 4 149 120 






































































































理由としては（イ）の理由が最も高く， （ロ）， （ハ）の順にな っている。制服を時々着
て外出する理由としては， （チ）の理由が最も高く， （リ）， （ヌ ）の順になっている。
なお外出の時位私服を着たい，名札がついているなどの理由は， 最近の生徒の傾向ではな
いかと思われる。




表10 制服 の着方 人 （%）
主百一～～三士 1 年 2 年 3 年 全 体
制服を着ます 125( 46.0) 132( 43.1) 150( 48.9) 407( 46.0) 
時々しか着ません 104( 38.2) 126( 41.2) 119( 39.0) 349( 39.5) 
自由服で外出します 30( 11.0) 31( 10.1) 26( 8. 5) 87( 9.9) 
不 明 13( 4.8) 17( 5. 6) 11( 3.6) 41( 4.6) 
言十 272(100.0) 306(100.0) 306(100.0) 884(100.0) 
(3) 制服に対しての美意識
制服を美 しく見せるくふう をしているかどうかを調べた結果，表13のように，各学年共
にく ふうを しない生徒の方が多く， しかし反面くふうしている生徒もかなり 多かった。
制服をく ふう する仕方を各学年別に調査した結果，図8のように（ハ）のくふうの仕方
は，上級生より 1年生の方が多く， 3年生になると（ホ）の理由が多い。これは 1年生の
方が流行に敏感で、あり，また 3年生になると，自覚を持つ為と思われる。特に（ロ） の脇
をつめるご とは，昔 も今も同様 なくふうの仕方であり，制服に対しての 1つの傾向と思わ
れる。
図 9は，制服をなぜくふうするのか，その理由を調べたものである。理由としては（ニ）




理 由 人数 % 
（イ） 校則だから 2 2 3 54.9 
（ロ） 生徒らしく清潔な感ビ 1 0 8 26.5 
（ハ） 安心して外出ができる 1 2 2.9 
（ニ） 外出着を持っていないので 1 0 2.5 
（ホ） 自覚と責任が持てる 8 2.0 
（へ） 何処の生徒か区別がつく 3 0.7 
（ト） 他人が着ているのを見てよいと思うので 1 0.2 
不 日月 4 2 10.3 
計 4 0 7 100.0 
（制服を時々着で外出する）
理 由 人数 % 
（チ） 外出する場所，目的によって着る 1 5 3 43.9 
（リ） 堅苦しく着にくい 3 0 8.6 
（ヌ） 汚れるので 2 4 6.9 
（ル） 重たく活動的でない 2 0 5.8 
（オ） 形がよくない 1 8 5.2 
（ワ） 夏は暑苦しい 1 7 4.9 
（カ） 外出の時位私服を着たい 1 6 4.6 
（ヨ） 着がえが面倒 1 2 3.4 
（タ） そくばくされた感じがする 3 0.8 
（レ） 名札がついているので 3 0.8 
不 日月 5 3 15.l 
言十 3 4 9 100.0 
表12 白由服着用の理由 （自由服で外出する）
E里 由 人数 % 
（イ） 当外出の時位自由におしゃれがしたい 2 0 23.1 
（ロ） 制服が汚れる 1 2 13.8 
（ハ） 自由服の方が活動的 9 10.3 
（ニ） 学校の延長みたいでなるべく着たくない 1 0 11.5 
（ホ） 自由服の方が気軽で、のびのびする 1 0 11.5 
（へ） 制服は暑苦しいので 9 10.3 
（ト） 形がよくない 5 5.7 
（チ） 着がえが面倒 2 2.3 
不 明 1 0 11.5 
言十 8 7 100.0 
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表13 制服のく ふう 人（%）
工註之さ 1 年 2 年 3 年 全体
し ま す 97( 36.9) 104( 35.3) 115( 38. 7) 316( 37.1) 
しません 137( 52.1) 162( 54.9) 146( 49.2) 445( 52.0) 
そ の f也 19( 7.2) 21( 7.1) 27( 9.1) 67( 7.8) 
不 日月 川 3.s) I 8( 2. 7) 9( 3.0) 27( 3.1) 
































































































































ブラウス，スカー トと ｜ 1 
(A) I，、 ｜










(B）格子のγャンパー I i I 2 I z I s 
スカ トとセー ター I ( 12.5) I ( so.o) It 28.6) It26.3) 































































4 ( 33. 4) 
1 ( 8.3) 
1 ( 8. 3) 
6 ( 50.0) 














































工頁 目 生徒 教師
分れていた方がよい 581( 66.7) 104( 40.6) 
分れていない方がよい 256( 29.7) 115( 44.9) 
そ の f也 31( 3.6) 37( 14.5) 
言十 868(100.0) 256(100.0) 
表17 目的別制服の必要性
生 f走 人数 % 
作業時は汚れやすく服もいたむ 230 39.6 
機能的で活動しやすい 119 20.5 
目的に適した服装をする 87 15.0 
そ の他 3 0.5 
不 明 142 24.4 
言十 581 100.0 
（分けた方がよい理由）
教 師 人数 % 
機能的で活動しやすい 47 45.1 
目的に適した服装をする 32 30.8 
作業時は汚れやすく服もいたむ 19 18.3 
不 明 6 5.8 





着替えが面倒でわちつかない ｝118 46 .2 
教 師 人数 % 
経済的に負担がかかる 43 37.3 
経済的に負担がかかる 49 19.1 制服が汚れないように各自用意している 24 20.9 
現在のままでよく必要がない 19 7.4 着替が面倒でおちつかない 13 11.3 
更衣室がなく不便で、ある 1 4.3 体育はべつに用意している 6 5.2 
その他 7 2.7 更衣室がなく不便である 4 3.5 
不 明 52 20.3 そこ迄規制する必要はない 4 3.5 
不 明 21 18.3 
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